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ことはなく、ずっと、復旧復興に向けた決して穏やかではな

い道をこれから先も進んで行かれることになると思います。

けれども、あまり自分たちだけで頑張りぬこうと思い過ぎる

ことなく、頼れるところはどんどん頼っていただきたいというの

が、3月16日に皆さま方をお迎えして以来ずっと思っている

ことですので、今年もまた、遠慮なくいろんなことを相談して

もらいたいと思います。

皆さま方の前で去年宣言したとおり、三条に避難された

方々が一人残らず生活再建の目途がつくまで全身全霊

でお支えをし続けるという思いに変わることはなく、今年も力

一杯ご支援をしていきたいと思っております。

避難生活が長引いて三条での生活がだんだん馴染ん

できた頃かもしれません。一番最初の引越ししたての時は、

この町はどういうところなんだろうという「知らない」という状

況を「知る」ということに変えるのが第1ステップだったと思い

ますが、今年は多分同じ生活をしていく中で、じわじわっと

後からボディーブローのように効いてくるようなところについて、

さまざまな不安な気持ちとか、「ここ、こうしてほしいんだけれ

ども」というようなご意見が、また違った形で出てくるのが、

今年なのではないのかと思っています。

次ページへ続きます→

あけましておめでとうございます。

避難された方々には、本当

に去年9カ月間非常に大変な

思いをされたと思いますし、そ

れは年があらたまっても変わる

●南相馬市HP「写真で見る東日本大震災」
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あまり抱え込むことなく、私たちに、あるいは「ひばり」の職員の皆さんに、まずは一声かけ

ていただきたいと思いますし、私たちも万能な人間ではないですから、避難されている

方々の一人ひとりがどんな気持ちを持っているのかというのは、まずお声がけをいただかな

いと、なかなか気付かないところが沢山あるので、遠慮なく相談してくださいということを、

お互いのルールにぜひともしてもらいたいなと思っています。

昨年末、南相馬市を訪問して、先行して戻られた方々と久々に再会をしました。非常に

顔も穏やかになられている反面、仮設住宅や借上げ住宅での生活を余儀なくされている

というところでは、やっぱり、戻られたら戻られたなりに、さまざまな不安な点や課題を抱え

ていらっしゃるように思いました。三条も浜通りも、そういう意味では同じ状況の中を、同じ時

間軸で進んでいるということを感じましたので、三条としても同じような課題解決に向けて一

生懸命やりたいなと思います。

さりながら、やっぱり歯を食いしばるだけだと、いつか心が折れてしまいますので、何か楽

しいことを、今年はいろんな形にしていきたいなとも思っています。

南相馬市に行った時に、先行して戻られた方々にお約束をしてきたことがありまして、今

年の野馬追だけは、絶対に万難を排して見に行くということを宣言してきました。その時は

避難された方々も一緒になって、みんなで野馬追を見に行く。これも縁ですから、避難さ

れている方々だけじゃなくて、限度はあると思いますが、ボランティアの皆さんや三条市民

の皆さんにも広がって、「野馬追を見に行こう！！」みたいな、そういうツアーをやってみる

といいんじゃないのかなと思ったりもします。
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今年はいい年になりますよ、絶対に。去年が、あま

りにも過酷な年でしたし、神様もそこまで過酷な試練

を与え続けるわけじゃないと思います。

物理学で、作用反作用という現象があるのと同じ

ように、過酷な思いがあれば、人間の心のバランスを

保つためにも、すごく前向きにもっとプラスのことをやっ

ていかないとバランスが取れないですよね。

今年はどちらかというと、一人ひとりの気持ちとか世の中全体がプラスに向かう面が必

ず出てきて、いい年になると思います。

平成２４年１月４日

三条市長 國定勇人
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被災自治体News

【1月4日】小高区の小高神社で1月4日に行われている恒例のはしご乗り。神社がある小高区は警
戒区域のため、区域外の南相馬市役所駐車場に会場を移し、東日本大震災と東京電力福島第一原子
力発電所の事故からの復興を願って「復興はしご乗り」として披露されました。

約30人の職人が集まり、仲間が支える高さ約6メートルの竹のはしごに１番手の太夫が登り、
「祈 復興南相馬」と書かれた垂れ幕を広げると、会場から大きな拍手が沸き起こりました。

太夫6人は、はしごの上で逆立ちする「しゃち」や、ひざでバランスをとる「両ひざ八そう」、
落ちるような動きをする「肝つぶし」などの技を次々と繰り出し、伝統の妙技を一目見ようと訪れ
た約500人は、目の前で繰り広げられる見事な技に大きな拍手を送っていました。

まとい振りを披露 リズミカルにまといを振る若鳶 大きく掲げられた垂れ幕

大勢の市民が見守ります駐車場を埋め尽くす観客両手を離して決めるポーズ

地上約6メートルの妙技 伝統の空中技 青空に映える決め技

観客を魅了
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被災自治体News

【1月8日】今年の成人式は、合併後初めて三区合同で行い、約740人のうち約600人が

晴れ着姿やスーツ姿で式に臨みました。開式を前に全員で震災犠牲者に黙とうをささげ、

式では新成人代表が「一日も早く復興するよう願いたい」などと成人の誓いを述べました。

また、小中学生の卒業アルバムや恩師のメッセージなどをつづった「フラッシュバック

20」の上映や「青春メッセージ」の発表も行われ、会場から拍手や歓声が起こっていまし

た。

てんてこ舞いの美容室 看板をバックに！ みんなそろって「ハイチーズ」

息子さんと一緒に 開式前に黙とう 司会進行の2人

これまでを振り返る映像 青春メッセージを発表する5人

中学校ごとに記念撮影 鹿島区ではタイムカプセル開封 広げられた8年前の思い出の品

成人の誓いを述べる



南相馬市からのお知らせ

市長からのメッセージ
1月4日ＨＰ更新

被災自治体News

※これはホームページの動画の音声から文字に起こしたものです。

動画と異なるところがあった場合はご容赦ください。

南相馬市長の桜井勝延でございます。

２０１２年、平成２４年、皆様に対して、心から新年のごあいさつを申し上げます。

平成２３年３月１１日に起こった東日本大震災と東京電力福島第一原子力発

電所の事故によって、南相馬市民が全国各地へと避難を余儀なくされました。

市民それぞれ家族ばらばらになって、今もまだ南相馬市に戻れない市民が24000

人を超えています。年末年始、一時ではあっても家族が一つになって団らんのひと

時を過ごせたかと思います。

しかし、まだまだ南相馬市が一つになって立ち上がっていくためには、皆さんの心

が安心できる環境が作れなければなりません。

南相馬市長として、市民の皆さんに対して、このような事態にまだまだ対処できて

いないことを深くお詫び申し上げます。

ただ本年は、昨年のこの大災害…大きな、運命を変えたこの大災害に対して対

処することで精一杯でありましたけれども、今年は、新たに南相馬市復興計画に

基づいて、市民の皆様が少しでも安心していただく環境をつくるために全力で取り

組んでまいります。

とりわけ、昨年末に発表された警戒区域解除に伴う区域見直しの政府の発言

のとおり、南相馬市としてもいち早く、小高区を中心とする警戒区域の早期の復旧

に向けて全力で取り組んでまいります。

南相馬市が合併して今年は７年目を迎えてまいります。合併してよかったと思える

南相馬市にしていくために、この大震災、東京電力福島第一原子力発電所の事

故を契機に、新たに心を一つにして、南相馬市復興のために全力で取り組んで参

りたいと思います。

小高区、原町区、鹿島区の皆さんそれぞれが、合併して本当によかったと思える

ようなまちづくりを進めるために、心から皆さんに対して、一緒に南相馬市再興に向

けて取り組んでいただくよう、お願いを申し上げる次第です。
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この震災に伴って全国に避難を余儀なくされましたけれども、一方で、日本中か

ら、また世界中から、南相馬市支援のために力添えをいただきました。

あらためて、全国の皆さん、そして全世界の皆さんに心から感謝を申し上げます。

南相馬市は、この大震災と原発事故に屈することなく、しっかりと地についた復

興を成しとげるために、振りまかれた放射線の除染の対策、そして子どもたちがいち

早く安心して暮らせる環境を取りもどすために、全力で環境浄化に、除染に取り組

んでまいります。

また、失われた地域医療をしっかりと再建するために、全国に足を運びながら医

療環境充実に努めてまいります。

今仕事がなくなって商売ができなくなってしまった事業所、商店の皆さんに対して、

市民がいち早く戻って、商売ができ、事業所が活気づくために、政府にしっかりと働

きかけてまいりたいと考えてございます。

どうか皆さん、南相馬市が、世界に誇れる南相馬市にするために、心を一つに、

世界に誇る南相馬市再興に向けて、全力で取り組んでまいりましょう。

子どもたちを抱える親御さんの皆さんも、独居世帯に追い込まれてしまった高齢

者の方々に対しても、南相馬市は寄り添って、心通い合うまちづくりを一生懸命進

めてまいります。

どうか市民の皆さん、一緒に南相馬市再興に向けて、この一年がんばってまいり

ましょう。

皆さんのご健康と幸せを心からお祈り申し上げながら、新年のあいさつに代えさ

せていただきます。

一緒にがんばってまいりましょう。よろしくお願いいたします。

平成２４年１月４日

南相馬市長

被災自治体News

6週刊 避難者応援情報紙 さんじょうライフvol.36 次ページへ続きます→



7週刊 避難者応援情報紙 さんじょうライフvol.36

被災自治体News

避難の状況（1月5日現在）

1月5日ＨＰ更新

71,559人平成23年3月11日現在の人口

3,964人転出

1,332人死亡（震災以外の死亡含む）

その他
454人所在不明

22,685人計

市外避難者

5,750人計

（13,800人）（うち福島県外）

22,638人市外の知人宅や借上げ住宅等

（42人）（うち福島県外）

47人市外の避難所

43,124人計

4,511人市内の仮設住宅

4,410人市内の知人宅や借上げ住宅等

0人市内の避難所

34,203人自宅居住

市内居住者

市内居住の状況

44,982人71,559人計

一部警戒区域
一部計画的避難区域

31,625人47,116人原町区

13,356人11,603人鹿島区

全域警戒区域-12,840人小高区

備考1月5日現在の居住者数3月11日現在の人口

※3月11日以降の転入者および他市町村からの避難者を含むため、避難の状況の市内居住者数と合計の
数が異なります。

市内で開設されている避難所（12月28日現在）

12月28日閉鎖陸上競技場

原町区

避難者数
(南相馬市民以外も含む)

場 所



町長からのメッセージ
1月1日ＨＰ更新

被災自治体News

迎春

昨年の３月１１日の大震災より避難を余儀なくされ、不自由な生活を強いられつ

つ、新年を迎えました。例年ですと清澄な空気の中、一家団らんでお正月を迎え

るはずですが、今年はそれもままならず悔しいお正月となりました。しかしながら、そ

れにめげず豊かなふるさと「なみえ」を振り返り希望を持って前に進んでいきましょう。

今年は、町にとって、厳しい険しい道が続く正念場になると考えます。

昨年末の「ステップ２」の終了宣言により、避難区域の新たな見直しがされます。

また、除染の「モデル事業」が本格的に行われ、放射線量の低減化がどの程度

効果をもたらすのか、その結果が出ます。それによっては、いつ帰町できるのかも

はっきり明示されます。損害賠償も「紛争審査会」の答申がでるでしょう。いずれも、

町民の皆さまの思いをしっかりと町としてサポートしてまいります。

さらに、昨年１０月から「浪江町復興検討委員会」が開かれており、本年３月に

は「復興ビジョン」がまとまります。町民アンケートならびにパブリックコメントを参照し

て、具体性をもって提示できるよう努めます。

今、この稿を書くにあたって、ヨーガの達人である中村天風先生の言葉を思い出

しております。先生曰く「新しき計画の成就は、只不撓不屈（ただ、ふとうふくつ）の

一心にあり。さらばひたむきに想え、気高く、強く一筋に」とあります。この言葉を肝に

銘じ、この困難に負けることなきよう、身を引き締めて対処したいと存じます。

結びに、皆さまの要求・要請の実現にむかって国を動かし、東電に猛省を促し、

全面賠償させるべく活動していきます。心が痛みますが、皆さま方にとりまして、本

年一年がひとつでも幸が多い年になられますようご祈念し、メッセージとします。

平成24年1月1日

浪江町長 馬場 有
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浪江町からのお知らせ
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被災自治体News

東日本大震災合同慰霊祭一周忌の開催
1月6日ＨＰ更新

次ページへ続きます→

問い合わせ

浪江町では、平成２３年３月１１日午後２時４６分、震度６強の地震、そして沿岸部を襲っ
た大津波により、犠牲者１４９名、行方不明者３５名、家屋被害６００棟以上の甚大な被害を
受けました。

お亡くなりになられた方々のご冥福と行方不明者の一日も早い発見をお祈りし、「東日本
大震災合同慰霊祭一周忌」を執り行います。

日 時 ３月１１日（日） １０時～

場 所 総合葬祭ほうりん（二本松市上竹２丁目２８６－１）
TEL ０２４３－２３－５５２０

※後日、ご遺族さまへご案内いたします。

災害救済班 ＴＥＬ： ０２４３－６２－０１２３

双葉町からのお知らせ

福島第一原子力発電所２０ｋｍ圏内の空間放射線量率の測定結果について
1月4日ＨＰ更新

63.69.7山田：国道288号線双葉バラ園入口付近（西7.1km）28

115.816.7石熊：石熊公民館付近（西7.3km）27

52.46.7前田：㈱サンリツ入口付近（西北西3.6km）22

41.55.7寺沢：寺松公民館付近（北西7.0km）18

27.53.7新山：牛踏交差点付近（北西3.5km）11

58.96.3長塚：双葉町体育館付近（北北西4.1km）10

163.522.6長塚：ＪＡふたば営農センター付近（北北西4.8km）8

H24.3.11時の

積算線量推計値
（mSｖ）

12/26測定値
（μSv/h）測定位置箇所（原発からの方位・距離）№

問い合わせ 文部科学省 原子力災害対策支援本部
ＴＥＬ： ０３－５２５３－４１１１（内線4604、4605）
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被災自治体News

町民の皆様へ（町長メッセージ）
1月4日ＨＰ更新

次ページへ続きます→

－希望の見える年に－

平成２４年の年頭にあたり、謹んでごあいさつを申し上げます。

東日本大震災並びに原子力発電所の事故から帰宅できる見通しが示されな

いまま、新しい年を迎えるに至りました。そして、町民の皆さまが生活不安と健康不

安から一時も逃れられない日々を送られている苦難の重さを思うとき、「なぜこのよ

うな事故が起きたのか」「どうすれば復興できるのか」と、行政を預かる者としての試

練を痛感しているところであります。

双葉町は、「早期健全化団体」から脱却するため、町民の皆さまの深いご理解

とご支援のもと、昨年は財政的にも明るい見通しがつき、今までにないほどの良い

年を迎えることができることを町民の皆さまとお約束してまいりました。しかし、その矢

先の３月１１日、マグニチュード９．０の地震と大津波に襲われ、多くの人たちが犠

牲となり、さらに安全・安心と言われていた原子力発電所の水素爆発は、放射能

汚染というかたちで私たちを震撼させ続けています。このような苦境の中で、避難

生活を支えていただきました川俣町、そして埼玉県や加須市をはじめ、多くの皆さん

に心から感謝申し上げる次第であります。

さて、復興、再生を考えるとき、避難生活が長引けば生活基盤を失ったふるさと

に戻る環境はますます厳しい状況となります。まして原発事故による放射線が心配

される中、農業を復活させるのは並大抵ではありません。このような状況から考えて

も復興・再生は双葉町だけで対応できるものではありません。国家の威信をかけた

プロジェクトとして取り組むべきものであると考えています。そして、何よりも復興・再生

の条件は、個人と自治体への東京電力の被害に対する完全賠償が前提にあり

ます。

双葉町では、町民の皆さまに被害に相当する損害賠償を請求できるよう、弁護

団を結成いたしました。今後、請求にあたり、全面的に支援してまいりますので、被

害との因果関係の立証に困難を感じて損害賠償をあきらめることのないようお願い

します。

本年は、苦しいだけでなく、希望の見える年にしたいと考えています。そして、次代

を担う子どもたちのふるさと双葉町に対する思いを実現するため、町民の皆さまの

前向きな意見を聴きながらこれからのまちづくりの協議を行い、実行に移したいと考

えています。

平成24年1月1日

双葉町長 井戸川 克隆
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被災自治体News
議会と町民との懇談会の開催について

1月6日ＨＰ更新

東日本大震災と原子力発電所の事故から９カ月が過ぎ、町民の皆さまには、仮設住宅や
借上げ住宅等で大変不自由な生活をされていると思います。

このたび皆さんの声を聞くため懇談会を下記のとおり開催いたしますので、皆さまお誘い
合わせのうえ出席をお願いいたします。

13:30～15:30
埼玉県加須市：旧騎西高校

9:00～11:00
１月２５日（水）

茨城県つくば市：並木集会所13:30～15:30１月２３日（月）

白河市：郭内第二仮設住宅集会所13:30～15:30１月２２日（日）

13:30～15:30
いわき市：南台仮設住宅集会所

9:00～11:00
１月２０日（金）

郡山市：喜久田町仮設住宅集会所13:30～15:30

郡山市：富田町仮設住宅集会所9:00～11:00
１月１９日（木）

猪苗代町：上川原仮設住宅集会所13:30～15:30

会津若松市：第二中学校仮設住宅集会所9:00～11:00
１月１８日（水）

福島市：さくら仮設住宅集会所13:30～15:30

福島市：北幹線第二仮設住宅集会所9:00～11:00
１月１７日（火）

場 所時間期 日

問い合わせ 双葉町議会事務局（双葉町埼玉支所内）
ＴＥＬ： ０４８０－７３－６８７９

大熊町からのお知らせ

大熊町健康増進施設の施設利用券の払い戻しについて
1月4日ＨＰ更新

大熊町健康増進施設では、当施設発行の利用券(400円)の払戻を行います。

受付期間 平成24年1月16日(月)～2月15日(水) ※ 土・日・祝日を除く
払戻窓口 大熊町役場会津若松出張所 企画調整課
取扱業務 •印鑑と利用券を窓口までご持参ください。

•遠方の方は利用券を郵送していただき、代金を振り込むことも可能です。
•郵送を希望される場合には、払戻申請書を送付しますので、企画調整課ま
でお電話ください。

大熊町役場会津若松出張所 企画調整課
ＴＥＬ： ０２４２－２６－３８４４(代表)

払戻窓口・問い合わせ



12週刊 避難者応援情報紙 さんじょうライフvol.36

被災自治体News
新年のごあいさつ（町長メッセージ）

1月4日ＨＰ更新

次ページへ続きます→

強い意志で復興に臨む

新年にあたり一言ご挨拶申し上げます。

昨年、3月11日東日本大震災による、地震、津波そして原子力事故により、一

万千五百人の全町民が避難生活を余儀なくされる未曾有の大災害に見舞われ

ました。将来がみえない、不安の渦巻く中で、不自由な生活を強いられている厳し

い現況から、一日も早く脱出できるよう最大の努力をする事を年頭に改めて誓うも

のです。

11月下旬、町内２カ所で除染のモデルケースもスタートしましたし、12月16日には

事故収束の道筋として示されたステップⅡ完了の発表がありました。懸案事項も

多く、素直に喜べない状況ですが、一歩ずつでも前進し、生まれ育ったふるさとで

安心して生活できる迄しっかりと取り組んでもらわなければなりません。

また12月18日には、細野原発担当大臣始め政府の関係閣僚が来県し警戒区

域の解除や、避難指示区域の再設定等についても説明がありました。各市町村

と綿密に相談を重ねながら、３月末を目途に線引きの見直しを行う内容でしたが、

大熊町の実情をしっかりと把握し国に対しても強く主張すべきは主張し、町民の皆

様の生活と健康をきっちりと守る事を最優先し、復興再生に向けて対応して参りま

す。繰り返しになりますが私達町民は大熊町に住む権利がありますし、国や東京

電力は、その環境をつくる責任と義務があります。低線量区域を復興の拠点とし、

住める環境づくりを順次拡大しながら、居住区域の提供や雇用の確保を始め教

育環境の整備等をすすめなければならなりません。また、大熊町を離れる決断を

下された皆様にも、しっかりとした支援を考えております。遅くても３月までには大熊町

としての復興計画を提示いたします。

今年は、町民同士の絆も大切にし、こんな時こそ気持ちを繋げ親睦交流を深め

るような行事も必要かと思います。明るい話題の提供があったり、希望の沸く一年

であって欲しいと願っております。次世代を担う子ども達も不慣れな土地で学業や、

スポーツに頑張っています。皆の活躍に元気、勇気を貰い励まされております。進

路や進学の面で御苦労も多いと推察されますが、目標達成の為に奮闘してくださ

い。

重ねて、今年こそ町民の皆様にとりまして、良い年となります様ご折念を申し上げ

まして新年のご挨拶といたします。

大熊町長 渡辺 利綱
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被災自治体News

福島第一原子力発電所20km圏内の測定結果について

1月5日ＨＰ更新

単位：マイクロシーベルト/時

NaI16.416.916.416.5南約4km熊川50

IC28.429.229.829.6南南西約4km熊川47

NaI7.36.47.08.2西南西約3.5km小入野38

IC65.165.165.465.1西南西約3km夫沢37

NaI10.326.420.225.4西南西約5km下野上36

NaI9.99.110.211.8西南西約7km野上35

NaI2.62.42.53.1西南西約8km大川原34

NaI22.622.922.722.6西約2.5km夫沢30

IC52.952.952.952.9西約2.5km夫沢29

NaI3.23.23.23.2西約11km野上26

NaI3.03.23.12.6西約14km野上25

NaI17.517.117.617.6西北西約2.5km夫沢23

12/2612/2012/1312/6
線量計

空間線量率(μSv/h)
住所(測定位置)No.

・線量計の種類
NaI : NaI（ヨウ化ナトリウム）シンチレータによる値
IC : 電離箱による値

・測定実施者：電力会社

文部科学省 原子力災害対策支援本部 堀田(ほりた)、奥(おく)
ＴＥＬ： ０３－５２５３－４１１１（内線4604、4605）

問い合わせ
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被災自治体News

町内の放射線量
1月5日ＨＰ更新

富岡町が独自に実施した12月の町内空間放射線量の測定結果をお知らせします。
測定は、町内72地点を2回に分けて行いました。

12月7日（晴れ） （単位：ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ／時）

次ページへ続きます→

富岡町からのお知らせ

3.042.06岩井戸消防屯所3.972.64赤木集会所6.684.56富岡合同庁舎西側

3.792.72栄町駐車場5.313.13ﾘﾍﾞﾗﾙﾋﾙｽﾞ入口9.307.42町境（小良ヶ浜地区）

5.143.36中央児童館6.144.23上本町集会所14.6010.00小良ヶ浜集会所

3.232.82富岡保育所7.734.35上本町消防屯所23.2014.40松の前待避所

1.120.81毛萱集会所8.845.47諏訪神社前12.407.88夜の森公園

0.830.96浄化ｾﾝﾀｰ11.707.56王塚集会所12.408.42新夜ノ森集会所

9.816.41役場13.309.78夜ノ森駅8.906.88富岡第二中学校

4.322.39清水消防屯所11.707.95老人福祉ｾﾝﾀｰ11.308.27高津戸集会所

0.470.64富岡駅7.585.74富岡養護学校5.864.23第二工業団地入口

2.341.36原下消防屯所1.541.48観陽亭前4.453.62杉内消防屯所

2.681.67太田集会所10.607.92富岡野球場4.273.30上千里消防屯所

3.622.73上郡山集会所13.408.90深谷消防屯所5.544.12下千里消防屯所

地上1㎝地上1m測定場所地上1㎝地上1m測定場所地上1㎝地上1m測定場所

12月16日（みぞれ） （単位：ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ／時）

6.353.94沼名子橋5.913.35簡易裁判所前5.234.30上手岡児童館

2.352.55成沢の滝入口2.911.81ｻﾝﾗｲｽﾞｲﾝ富岡前7.646.09富岡ｲﾝﾀｰ駐車場

4.242.93富岡工業団地1.381.36富岡漁港6.665.57東洋育成園前

2.451.93岩井戸鉱泉7.094.95大東銀行富岡店前14.9010.00リフレ富岡

4.783.39上郡消防屯所4.133.02なべや駐車場前16.5010.70富岡自動車学校前

5.783.78
猪狩電気通信工業
前

3.162.09猪狩ｽﾀﾝﾄﾞ前17.4011.40みよし前交差点

4.293.56清水団地前7.805.86宝泉寺前27.9018.10太平洋ﾌﾞﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ前

6.474.11龍台寺前12.109.28華の樹前11.608.43赤坂神社前

2.021.48
国道6号第二原発入
口前

10.908.03
総合ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ東側
駐車場

10.706.90深谷集会所

6.713.65福島銀行富岡店前9.517.20夜の森つつみ公園9.056.13
NHK電波塔入口（浜街
道）

11.907.13今村病院前5.335.28館山荘前3.732.83双葉環境ｾﾝﾀｰ

6.323.95ﾖｰｸﾍﾞﾆﾏﾙ富岡店前3.282.66横須賀商店前9.006.08
小浜住宅団地内公園
前

地上1㎝地上1m測定場所地上1㎝地上1m測定場所地上1㎝地上1m測定場所

測定器：у線用ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀｰ（日立ｱﾛｶﾒﾃﾞｨｶﾙ社製）
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被災自治体News

役場庁舎の除染活動写真
1月5日ＨＰ更新

町の復興に先駆け、１２月８日～１６日、自衛隊員約３００人による役場の除染活動が行わ
れました。
作業は、庁舎周辺の植え込みの伐採、落ち葉の除去、高圧洗浄機による樹木の洗浄、玉
砂利の除去、重機・人力による表土の除去、アスファルトや外壁を洗浄した際に出た汚水
の処理が行われました。

除去した落ち葉や玉砂利等は土のうに収納された後、密封され役場敷地内に一時保管
されます。

今後、役場を中心に町内の除染作業やライフライン整備等の最前線基地として活用され
ます。

◎◎ 作業の様子 ◎◎
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被災自治体News

復興元年 （村長からのメッセージ）

1月5日ＨＰ更新

川内村からのお知らせ

川内村長 遠藤雄幸

全村避難を余儀なくされ郡山市ビックパレットに着いたのが、小雪舞い散る２０１１年３月

１６日の深夜でした。そして今、避難先に再び厳しい寒さが訪れています。故郷を離れ仮

設住宅やアパート、遠く慣れない地で新年を迎えている村民皆様、お変わりありませんか。

向寒の折、村民皆様の健康がとても心配です。さらに県外で避難生活を強いられてい

る皆様の望郷の念いかばかりかと心痛めております。

原子力発電所の一瞬の事故により事態は一変してしまいました。失ったものは計りしれ

ません。一家のだんらん、子ども達の元気な声、田舎の原風景、黄金色に輝く稲穂、多

くの恵みと癒しを与えてくれた森。しかし失ったものばかりではありません。新たな出会い、

無理しないでと気遣ってくれる他人の温かさ、生命あるものへの限りない愛おしさ、普通の

生活の大切さなど、新たに得たものや改めて考えさせられたことも沢山ありました。

子供たちの思いに、歩みを止めていた大人たちが勇気や元気、夢に向かってもう一度

立ち上がる力の大切さを教えてもらいました。現在帰村に向けた準備をしていますが、乗

り越えなければならない課題も山積しています。帰村できる状況を作り上げるための徹底

した除染、雇用の確保（製造業の進出やヤマト財団の協力）、農作物の放射線量測

定、交通手段の確保、教育環境の充実、健康管理システムの構築などに関係機関と

協議を進めております。 村としては、「戻れる人は戻る、心配な人はもう少し様子を見てか

ら戻る」の方針です。帰村するかどうかは村民皆様の自主判断に委ねる考えであり、その

選択を尊重して出来る限りの支援をしていくつもりです。「離れていても村民、離れたところ

で学んでいても川内の子供たち」です。

「辛く悲しいこともあったが一日一日を大切にしながら出来ることは自分でやり、小さいこ

とにも喜びを見出しその時々を元気に楽しむこと、戻れるチャンスがあるなら少しでも前に

進むことが大切だよ」とチェルノブイリ原発事故避難者に励まされてきました。厳しい現実

を突きつけられている反面、前向きにできることを着実に行うことのほうが重要だと考えてお

ります。

２０１２年は「復興元年」と考えています。避難されている皆様に寄り添いながら、今まで

お世話になってきた多くの方々への感謝の気持ちを忘れることなく、試練を乗り越えていく

覚悟です。村民皆様のご理解ご協力をお願い申し上げ、新しい年が少しでも村民皆様

にとって幸せな年でありますよう願っております。

次ページへ続きます→
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被災自治体News

第１区住民を対象に除染説明会を開催します
1月5日ＨＰ更新

村では、復旧計画及び除染計画に基づき、村民の居住空間の除染を進めております。
そこで今回は、第１区の宅地除染を行うため、次により説明会を開催しますので必ず出席
してください。

対象地域 第１区 地域

開催日時・場所
平成２４年１月２１日（土）

○午前１０時から 第１区集会所
○午後１時から 若宮前（一次募集）仮設住宅集会所
○午後２時３０分から ビッグパレット北側仮設住宅集会所

次ページへ続きます→

帰村に向けた村民懇談会開催
1月5日ＨＰ更新

本村の緊急時避難準備区域解除は、福島第一原子力発電所の事故収束に向けた取り
組みの中で、水素爆発の危険性や原子炉の冷却ができなくなる可能性は低くなったとして、
また放射線量が比較的低かったことから9月30日に解除されました。

そして住民の帰村や行政の再開などを網羅した復旧計画に基づき「川内村復興」のため
現在、諸準備を進めております。

そのため、村民皆様が容易に帰村できるよう、また障害となっているものを払拭するため、
10月に開催した住民説明会に引き続き、「村民懇談会」を開催します。

実施日時・場所

若宮前（一次募集）仮設住宅集会所午後６時～午後９時まで

若宮前（二次募集）仮設住宅集会所午後１時～午後４時まで
平成24年1月19日(木)

稲川原仮設住宅集会所午後６時～午後９時まで平成24年1月18日(水)

ﾋﾞｯｸﾞﾊﾟﾚｯﾄ北側仮設住宅集会所午後６時～午後９時まで

ﾋﾞｯｸﾞﾊﾟﾚｯﾄ北側仮設住宅集会所午後１時～午後４時まで
平成24年1月17日(火)

いわき市四倉鬼越仮設住宅談話室午後６時～午後９時まで平成24年1月16日(月)

第7区集会所午後１時～午後４時まで

第5区集会所午前９時～正午まで
平成24年1月15日(日)

第3句山村活性化支援センター午後１時～午後４時まで

第１区集会所午前９時～正午まで
平成24年1月14日(土)

場 所時 間日 付
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被災自治体News

乳がん検診のお知らせ
1月5日ＨＰ更新

村では、40歳以上の女性を対象に乳がん検診を実施します。乳がん検診は、一日に検
診できる人数に制限があります。

８月の検診意向調査の際に申し込まれた方に受診録を送付いたします。
（１月末郵送予定）

※追加の申し込みについてはキャンセルがあった場合のみとなります。

検診日 平成２４年２月２日（木）・２月１６日（木）・２月２３日（木）
※検診日・受付時間は、受診録郵送時に指定させていただきます。

検診場所 郡山市 ビックパレット敷地内

料 金 無料

次ページへ続きます→

原発避難者特例法に基づく特定住所移転者の申出について
1月4日ＨＰ更新

東日本大震災に伴う原子力発電所の事故により市外へ避難を余儀なくされた事態に対
処するため制定された「原発避難者特例法」および「いわき市特定住所移転者に係る申出
に関する条例」に基づき、平成23年3月12日以後に住民票を異動して市外に避難された
方で、いわき市との絆を維持するため、いわき市からの情報提供などを希望する旨申し出
た方（特定住所移転者）に対し、広報いわきなどの情報を提供することとしております。

住民票を異動して市外に避難された方で、いわき市からの情報提供などを希望する場合
は、申出書の提出が必要となります。

対象となる方
平成23年3月12日以後、原子力発電所の事故により住民票を異動して市外に避難され

た方で、いわき市からの情報提供などを希望する方

申出方法
「特定住所移転者に係る申出書」に必要事項を記入の上、郵送または信書便により、い

わき市役所市民課に提出してください。
また、申出書は1枚につき、お一人様のみの記載となります。
ご家族で避難されている場合など、複数人申出をされる場合は、それぞれ作成してくださ

い。

問い合わせ
川内村災害対策本部 介護医療班
ＴＥＬ： ０１２０－３８－２１１９

いわき市からのお知らせ
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被災自治体News

福島市からのお知らせ

-福島市から他市町村へ避難されている皆様へ-
全国避難者情報システムへの登録のお願い 1月5日ＨＰ更新

問い合わせ
市民部市民課
ＴＥＬ： ０２４－５２５－３７３２ FAX ： ０２４－５２８－２４５５

申出内容が変更になった場合など
申出をされた住所から別の住所へ異動されたなど、申出書に記載した内容に変更があっ

た場合や避難を終了していわき市に戻った場合は、「特定住所移転者に係る住所等変更
届」に変更があった事項を記載し、提出してください。

また、情報提供が不要になった場合や申出された内容を取り下げる場合は、いわき市役
所行政経営課復興支援室までご連絡ください。

提出先
〒970-8686
福島県いわき市平字梅本21番地
いわき市役所 市民課 管理グループ

問い合わせ
行政経営部 行政経営課 復興支援室
ＴＥＬ： ０２４６－２２－１１９６ FAX ： ０２４６－２４－４３００

総務省が取り組む「全国避難者情報システム」に基づき、現在の所在地などの情報を、
現在お住まいの市町村へお届けください。

お届けいただいた情報は、お住まいの市町村、県を通じて、福島市へ送付され、福島市
復興計画に基づく情報提供等に利用いたします。

なお、届け出がお済みのかたで、現在の所在地が変更になった場合にも、届け出をお願
いします。

対象者 現在の所在地などの情報提供に同意いただける方
（住民票を異動された方も含みます。）

受付窓口 現在お住まいの市町村の担当窓口

持参物 窓口で本人確認させていただく場合があります。
身分を証明できるものをご持参ください。

※くわしくは、現在お住まいの市町村の担当窓口か下記までお問い合わせください。
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被災自治体News

郡山市からのお知らせ

紺野美沙子さん講演会 参加者募集
1月6日ＨＰ更新

ボランティア・地域づくり講演会

講師：紺野美沙子さん
UNDP（国連開発計画）親善大使として見たこと感じたこと

～朗読とともに～

講演会と同時に「平成23年度こおりやま市民活動交流フェスタ」を開催します。備考

・アシストパーク郡山へ直接来所
・お電話(024-924-3352)
・ネットでも申し込めます（郡山市ホームページをご覧ください。）

申し込み方法

1歳から未就学児が対象です。 申し込みは1月22日（日）まで。託児

あります。手話通訳

紺野 美沙子（こんの みさこ）さん講師

250人（要申し込み）定員

無料入場料

郡山市労働福祉会館3階 大ホール（郡山市虎丸町7番7号）

会場

平成24年2月4日（土）午後1時から午後3時30分
（まちづくりハーモニー賞表彰式終了後）

開催日時

問い合わせ

市民部 市民協働推進課 市民活動サポートセンター（アシストパーク郡山）
〒963-8002 福島県郡山市駅前二丁目11-1 ビッグアイ6階
ＴＥＬ： ０２４－９２４－３３５２ FAX ： ０２４－９２４－３３５２

次ページへ続きます→



21週刊 避難者応援情報紙 さんじょうライフvol.36

被災自治体News

本宮市の各施設における環境放射線量測定値
1月5日ＨＰ更新

本宮市からのお知らせ

単位：マイクロシーベルト/時

0.220.590.600.720.571月5日

岩根高齢者
ふれあいプラザ

本宮市役所本宮駅前旧白沢総合支所白沢総合支所日付

※測定時の本宮市の気象（白沢総合支所で測定）は、
天候：晴れ、風向：北西の風、風速：2.4m/s、気温:1.8℃です。

郡山市内各地区 放射線量測定結果
1月5日ＨＰ掲載

単位：マイクロシーベルト/時

0.480.500.490.490.510.51ビッグパレットふくしま安積

0.860.890.870.870.930.95福島県農業総合センター日和田

0.750.760.750.74-0.71郡山合同庁舎市内中心部

0.810.820.790.840.800.83郡山市役所市内中心部

午後午前午後午前午後午前

1月5日（木）1月4日（水）1月3日（火）測定箇所
（測定高さ1m）
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㈱三条中央青果卸売市場（三条市上須頃4840-1）から、三条市へ避難しておら
れる皆さんへ”みかん”のプレゼント（１世帯１箱分）をいただきました。

1月12日(木)に「浜通り×さんじょうライフ」と一緒にお届けしましたが、
お留守のお宅には「みかん引換券」を置いていきますので、次のとおり受け
取りにお越しください。

受け取り場所
・雇用促進住宅に入居の方…………１号棟 ３０１号室
・雇用促進住宅以外に入居の方……総合福祉センター内 「交流ルームひばり」

受け取り日
１月１２日(木)午後・１３日(金)・１４日(土)・１５日(日)

※忘れずに受け取りにお越しください。

問い合わせ 三条市福祉課 福祉政策室 ＴＥＬ： ０２５６－３４－５５１１ （内線 ４７４）
交流ルームひばり ＴＥＬ： ０２５６－３３－８６５０

「みかん引換券」を
忘れずにお持ちください。

三条市News

三条マルシェ 雪イベントのお知らせ

雪灯篭・雪だるまを作ってみませんか？

日時：１月２８日（土）１４：００～

（三条マルシェ開催日１月２９日の前日）

場所：厚生福祉会館入口前

問い合わせ：三条市地域経営課 佐藤

TEL 0256‐34‐5511（内線403）

冬の寒さを、

楽しいイベントで吹き飛ばしましょう！
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三条市で生活をして１０カ月になろうとしています。毎日のように雪が降り、寒
い日が続いていますので、体調管理には十分気をつけていただきたいと思います。
昨年は皆さんにとって忘れることのできない１年だったと思いますが、皆さんと

ともに毎日笑顔で元気に生活していけるように私たちスタッフ一同努力していきた
いと思っておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。

PＳ 「交流ルームひばり」では皆さんの来室をお待ちしております！

「がんばろう 福島」 ひばりスタッフ 一同

総合福祉センター内「ひばり」の場所のお知らせ

「交流ルームひばり」は総合福祉センターの１階にあります。
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交流ルーム ひばり （総合福祉センター内） ＴＥＬ： ０２５６－３３－８６５０問い合わせ

★事前に配布回収させていただきました参加確認用紙に多数の方の返事をいただ
きましてありがとうございました。
引き続き、協力していただける方を募集していますので、よろしくお願いします。

太鼓を聴いて勇気と元気をもらい、餅つきをしてお餅を食べましょう！

太鼓演奏
■と き １０時～１１時３０分頃
■ところ 総合福祉センター 多目的ホール
■演奏者 室井太鼓道場 代表 室井善範
■内 容 演奏・トークショーなど

餅つき
■と き １１時３０分過ぎ頃～
■ところ 総合福祉センター駐車場

（天候等により変更あり）

■会 食 多目的ホールおよびひばり

1/１５日 会場 総合福祉センター

24

①「交流ルームひばり」内に設置されていた無料電話機は、12月28日をも

ちまして撤去となりました。

②三条市で生活をして約１０か月が経ちました。そこで、生活などに関する

アンケート用紙を、今週号と一緒に配布させていただきますので、ご協力お

願いします。

皆さんの回答を参考に、これからのひばり運営に役立てていきたいと思っ

ていますのでよろしくお願いします。

＊アンケート用紙は1月１９日（木）の次週号配布の際に、担当者に渡して

ください。

③1月１５日（日）「太鼓演奏＆餅つき」当日の「野馬追号」の運行時刻が

右ページのように変わります。ご利用の際はご注意ください。

＊当日のみの変更ですので、お間違いのないようお願いします。
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※これは１月１５日(日)のみの時刻表です。

15:45妙法寺団地雇用促進住宅前②

15:3712:179:50総合福祉センター内バス停留所①

15:3312:139:46新潟県立新潟県央工業高等学校正門前バス停留所22

15:2912:099:42西本成寺一丁目 桜ハイツ裏通り消火栓前21

15:2712:079:40西本成寺一丁目 杉の子工房前⑳

15:2412:049:37第一中学校グラウンド前条南町バス停留所⑲

15:2112:019:34西四日町四丁目 三条信用組合南支店公衆電話前⑱

15:1811:589:31三条駅バス停留所⑰

15:1211:529:25東裏館一丁目 みのり幼稚園前バス停留所⑯

15:1011:509:23体育文化センター玄関前⑮

15:0511:459:18石上三丁目 リベラル石上前⑭

15:0211:429:15新光町 クリーニング（株）ニューワタナベ前⑬

14:5911:399:12興野一丁目 丸竹食堂駐車場前⑫

14:5611:369:09東三条二丁目 中川内科医院駐車場前バス停留所⑪

14:5311:339:06塚野目二丁目 双葉工業（株）脇 はやかわ治療院前⑩

14:4911:299:02塚野目二丁目 三条労働基準監督署前⑨

14:4611:268:59北入蔵二丁目 三条東病院前⑧

14:4511:258:58北入蔵三丁目 (株)ハーモニック駐車場前バス停留所⑦

14:4311:238:56農業体験交流センター駐車場内公衆トイレ前⑥

14:4011:208:53大崎中学校グラウンド横北側バス停留所⑤

14:3711:178:50西大崎三丁目 大栄ビル向、安達建設興業(株)横④

14:3511:158:48西大崎三丁目 県営住宅公衆電話前③

14:2811:08妙法寺団地雇用促進住宅前②

14:2011:008:38総合福祉センター内バス停留所①

8:30妙法寺団地雇用促進住宅前②

変更あり変更なし変更あり

第3便第2便第1便

運行時間

停 留 所
順
路
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匿名の方からのご厚意により、「龍昇園」のご主人を通じて、
三条市内に避難されている皆さまに２冊の本が寄付されました。

交流ルーム「ひばり」においてありますので、ぜひご覧ください。
※ただし、１冊ずつしかありませんので、貸し出しはできません。ご了承ください。

公式本 ＬＩＶＥ福島
風とロックＳＵＰＥＲ野馬追
僕らは君たちの恋人になりに来た

震災からおよそ半年。9月14日から6日間、
広大な福島を横断しながら行われた野外
ロックフェス。
何かが始まった、6日間の出来事。

フラガール３．１１ ― つながる絆 ―

被災地・福島県いわき市の『スパリゾートハ
ワイアンズ』が、２０４日間の休業を経て営
業再開に至るまでの道のりを描く感動のド
キュメント！

0243-33-1111本宮市

024-924-7101郡山市

浪江町:男女共生センター内
（二本松市郭内一丁目196-1）

双葉町:旧騎西高校（埼玉県加須市騎西598-1）
大熊町:会津若松市役所追手町第二庁舎内

（会津若松氏追手町2番41号）
富岡町:郡山市大槻町西ノ宮48-5
川内村:ビッグパレットふくしま内

（郡山市南二丁目52番地）

024-525-3793福島市

市町村名 一般問い合わせ用 電話番号 以下の町村は役場機能が移転しています

南相馬市 0244-24-5232

浪江町 0243-62-0123

双葉町 0480-73-6880

大熊町 0242-26-3844

富岡町 0120-33-6466

川内村 0120-38-2119

いわき市 0246-25-0500

西郷村 0248-25-1111

被災自治体 問い合わせ先一覧

発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
Tel 0256‐34‐5511


